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１ 目的
近年，施設園芸では，フィールドサーバーなど気温や

湿度，CO2濃度等環境情報を収集し，栽培管理に活用
する技術が普及しつつある。しかし，市販のモニタリン
グ装置は導入コストが高く，導入するにはハードルが高
い状況である。
そこで，無線モジュール等を活用し，低コストで広範

囲に環境情報を収集し分析する安価なシステムを構築し，
栽培管理に役立てる。
また，施設の制御技術については，国の農研機構が開

発した UECSシステムを導入し，ハード及びソフトの
理解促進を図り，環境制御技術の習得を図る。

図 1 親機と子機

２ 実施状況
（１）環境モニタリングシステムの構築

無線モジュール＋ラズパイを活用し，親機を２ヶ所，
子機を 10 ヶ所設置し，ハウス内の気温，湿度のモニタリ
ングシステムを構築した。
①製作コストは子機 5000 円，親機 13000 円と低コス
トである。製作は半田づけが一部あるが容易である
②子機は親機から 30mまでは通信可能である。
③また，生育状況を画像で記録できるシステムも構築
した。写真撮影の時間設定は任意であり，作物の生長
を記録できる。
④収集したデータは，LAN を通してほ場現場教室や職
員室でエクセルによりグラフ化し，表示できる。

なお，本システムについては，講義の中で学生に対し 図２ 講義の様子
て説明し，IoT機器を活用したデータの収集法や活用
について習得を図った。

（２）環境制御装置 UECSの製作と活用
UECSのセンサー部を製作し，気温，湿度，CO２，

日射量計測に活用できることが理解でき現在，トマト
ハウスの環境把握に活用している。制御部は，組立は
できたがハウスの都合で設置ができず，その有用性を
試験できていない。UECSについて，
①製作にある程度のスキルが必要
②部品の購入先も多岐に渡る（8社程度）
③入手困難な部品もある
④ソフトの整備されており環境を把握できる。
⑤ 200V を制御する場合は，ある程度の知識が必要

などが整理できた。UECSは環境制御のツールとして 図３ UECSセンサー部の活用
非常に有効であるので次年度さらに活用を検討したい。

３ 今後の課題，取り組み
(1)気温をより正確に把握するために，通風型に改良する必要がある。
(2)土壌水分センサーによる土壌環境データ収集
(3)異常警報システムの構築
(4)クラウドを活用したデータ閲覧
(5)UECS環境制御システムの理解と活用

親機
・約３分おきに子機からの気温，湿度の
のデータを受信し，メモリーステックに
保存される。
・製作費
メモリーステック 1,382円
ラズパイ３ 6，858円
無線モジュール 5,005円
ケース 100円

計 13，353円

・子機からのデータをメモリーステックに
保存。
・LANを通して，現場教室からリアルタイ
ムでデータを見ることも可能。


